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新年のご挨拶

　新年あけましておめでとうございます。

　皆様方におかれましては、輝かしい令和６年の新春をお迎えのこととお慶

び申し上げます。

　また、日頃はＪＡの事業運営に、深いご理解とご支援・ご協力を賜り誠に

ありがとうございます。

　昨年５月８日に新型コロナウイルス感染症が「５類感染症」に移行され、

令和元年以前の日常生活を徐々に取り戻しつつあります。農畜産物価格につ

いても新型コロナウイルス感染症の影響が薄れつつあります。生産資材価格

は、円安やロシアによるウクライナ侵攻等の影響で高騰が続きましたが、本

年も予断を許さないであろうと思われます。

　さて、令和６年４月１日には、当ＪＡを含めて９ＪＡ（アグリあなん、板野郡、

名西郡、かいふ、徳島北、あわ市、麻植郡、美馬、阿波みよし）が合併し、

「徳島県農業協同組合（ＪＡ徳島県）」が発足し、本店は徳島市のＪＡ会館内

に置くことになっています。合併に伴い「ＪＡアグリあなん」は、３月31日

に解散し、34年の歴史に幕を閉じますが、その間に多大なるご支援を頂き

ましたことを厚くお礼申し上げます。

　合併後も「食と農を基軸として地域に根ざした協同組合」を確立すべく、

役職員が共通の理念のもと、必要とされるＪＡを目指す基本姿勢を変わらず

に持ち続け、事業活動に取り組んで参る所存です。皆様方には、今後ともな

お一層のご支援・ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

　結びに、組合員並びにご家族の皆様のご健勝とご多幸を心よりご祈念申し

上げまして年頭のご挨拶といたします。

　当JAは2023年７月、県内や関西でスーパーキョーエイが展開する産直「すきとく市」への
集荷体制を整備しようと、JA北部支店旧購買店舗跡地に集荷場を新規開設しました。集荷量と
販売額の拡大に繋げることが狙いです。
　JA女性部を中心とした生産者団体「新鮮とれとれ市」が産直「すきとく市」へ出荷しており、
会員から「スーパーのバックヤードの限られた場所で値付け・出荷作業をするのが大変なので
集荷場を開いてほしい」と強い要望を受け、JAが空き店舗を活用して集荷場を開設しました。
　すきとく市への出荷方法は、スーパーに直接出荷する直納方式と、集荷場を経由する配送方
式があります。集荷場開設後は生産者数が11名増え、52名となりました。配送を利用する会
員が増加し、集荷量の大幅な拡大に繋がりました。９月からの配送売上高は前年対比が213％、
10月は262％、11月は214％と格段に増加しています。
　集荷場には毎日会員が出荷に訪れ、ミカンやチンゲンサイ、キャベツなどの青果物で賑わっ
ています。JA担当者は「今後も新規会員の獲得を目指している」と意欲を燃やしています。
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島会長挨拶秦野専務挨拶

エンジェルひばりさん

JAアグリあなん年金受給者のつどい

　当JAは年金受給者の皆さまへの感謝の気持ちを
込めて、阿南市文化会館・夢ホールで11月27、
28日の２日間、JAアグリあなん年金受給者のつ
どい「鳥羽一郎歌謡ショー」を３公演開催しまし
た。コロナ明けで久しぶりのコンサートの開催に、
多くのお客様から「とても楽しかった」というお声
をいただきました。誠にありがとうございました。
　冒頭では、年金友の会の島優德会長とJAの秦野
専務が挨拶し、エンジェルひばりさんによる美空
ひばりそっくりショーで会場が盛り上がりました。
　鳥羽一郎さんの歌謡ショーでは、兄弟船、北の
鷗唄、カサブランカ・グッバイなどの名曲披露の
ほか、客席でのふれあいもあり、大きな歓声が上
がりました。当JAから「木頭ゆず」とコシヒカリ
「阿波美人」をプレゼントし、特産品のPRを行い
ました。
　当JA年金友の会では、グラウンドゴルフ大会な
ど年金受給者の皆さまに楽しんでいただけるイベ
ントを企画しておりますので、年金に関するご相
談は、各支店窓口にお気軽にお声掛けいただけま
すよう、今後ともよろしくお願い致します。

鳥羽一郎鳥羽一郎さんさん歌謡ショー歌謡ショー鳥羽一郎さん歌謡ショー
コロナ明けコロナ明け
久しぶりの久しぶりの
開催!!開催!!

コロナ明け
久しぶりの
開催!!

鳥羽一郎さんの
歌謡ショー

「デコポン」歳暮などの贈答用に人気



輪切りにしたデコポンおいしそうですね～

化
粧
箱
の
デ
コ
ポ
ン

大
き
く
て
立
派
で
す
ね
〜

　経済部営農課の国尾課長代理は12月15日、キュウリ農家の湯浅佑一さん（45）のハウス７アー
ルにアザミウマ類の害虫を予防するスワルスキーカブリダニという天敵を導入しました。同課
は、阿南農業支援センターと共に環境に優しい農業を目指し、イチゴやスダチ、ミカンなどの
作物にも積極的にＩＰＭ（総合的病害虫・雑草管理）天敵試験の導入に取り組んでいます。
　湯浅さんは「天敵の導入で減農薬と労力軽減に繫げ、安全面でも期待できる」と話しました。
　国尾課長代理は「全国的に減農薬志向の傾向が強いので、JAとしても生産者と協力し、今後
もＩＰＭに取り組んでいきたい」と意欲を燃やしています。

鳥羽一郎さん歌謡ショー
コロナ明け
久しぶりの
開催!!

ＩＰＭ天敵試験導入に積極的

「デコポンデデコポデ ポンデコポンデデデデ ポ 」 気人人答用にの暮 人気人気人人答 気歳暮などの贈答用に人人など 用 気に人人答用に歳暮などの贈答用に人気「デコポンデコポン」歳暮などの贈答用に人気歳暮などの贈答用に人気「デコポン」歳暮などの贈答用に人気

環境に優しい農業を目指して

　当JAでは、ブランド品目「デコポン」の出荷
が順調です。今年産は12月１日から出荷が始
まり、総出荷量約40トン、目標販売金額は約
3,300万円を計画しています。加温栽培と無加
温栽培を組み合わせ、３月まで県内と長野、広
島市場へ出荷します。
　中晩柑研究会は、生産者14戸で２ヘクタール
の不知火を栽培しています。剪定、潅水、施肥、
枝つり（玉つり）などの栽培管理に気を配り、収
穫基準に達した果実から収穫を開始し、規格を
満たしたものが「デコポン」として出荷されます。
「デコポン」は、県の特選ブランド認定を受けてお
り、直径８～９㎝の大きな果実は見栄えがよく、
化粧箱は歳暮などの贈答用として人気があります。
　JA販売担当者は「今年産
も品質良好なので、多くの
消費者に味わってもらいた
い」と期待を込めました。



毎
年
の
恒
例
行
事　

今
年
も
開
催
！

お
も
と
の
生
け
花
と

　
　
　
　
　

辰
年
の
押
絵

ア
グ
リ
き
ら
め
き
カ
レ
ッ
ジ
で

　

女
性
部
は
12
月
13
日
、
Ｊ
Ａ
女
性
大
学
「
ア
グ
リ

き
ら
め
き
カ
レ
ッ
ジ
」
を
開
き
ま
し
た
。
正
月
に
向

け
て
お
も
と
の
生
け
花
と
辰
年
の
押
絵
を
企
画
し
、

16
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

お
も
と
の
生
け
花
は
、Ｊ
Ａ
相
生
お
も
と
部
会
が

栽
培
す
る
特
産
の
お
も
と
「
都
の
城
」
を
使
い
、
池

坊
の
倉
内
か
ね
子
先
生
に
生
け
方
を
教
わ
り
、
見
事

な
生
け
花
が
完
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
辰
年
の
押
絵

は
苦
戦
し
な
が
ら
一
生
懸
命
作
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
お
も
と
の
生
け
花
と
辰
年
の
押
絵
を

玄
関
に
飾
り
、
良
い
新
年
を
迎
え
ら
れ
そ
う
」
と
笑

顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

女
性
部
大
野
支
部
は
11
月
22
日
、

毎
年
の
恒
例
行
事
「
豆
腐
作
り
教

室
」
を
開
き
、
大
野
小
学
校
３
年
生

の
児
童
17
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

児
童
は
、
大
豆
を
茹
で
る
大

や

豆
乳
を
搾
る
様
子
に
興
味
津
々
で
、

豆
腐
を
切
る
作
業
を
体
験
し
た
ほ
か
、

搾
り
た
て
の
豆
乳
を
初
め
て
味
見
し
、

感
動
し
て
い
ま
し
た
。

　

同
支
部
は
、
お
土
産
に
豆
腐
の
ほ

か
、
お
か
ら
の
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
な

ど
を
用
意
し
て
児
童
に
手
渡
し
ま
し

た
。
児
童
は
「
家
に
持
っ
て
帰
っ
て
、

お
母
さ
ん
に
お
味
噌
汁
を
作
っ
て
も

ら
う
」
と
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

女
性
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
会
は
12
月
16
日
、
本
部

で
親
子
ク
ラ
フ
ト
カ
ゴ
バ
ッ
グ
作
り
教
室
を
開
き
、
７

組
17
人
が
参
加
し
ま
し
た
。　

　

松
田
み
ゆ
き
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
親
子
で
赤
色
、

青
色
、
緑
色
な
ど
好
き
な
色
の
ク
ラ
フ
ト
を
選
び
、
苦

戦
し
な
が
ら
も
一
生
懸
命
編
ん
で
い
き
ま
し
た
。
ク
ラ

フ
ト
を
丁
寧
に
ボ
ン
ド
で
く
っ
つ
け
て
い
き
、
編
み
上

げ
た
カ
ゴ
バ
ッ
グ
に
リ
ボ
ン
や
花
を
作
っ
て
貼
り
つ
け
、

完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
「
人
形
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、

ク
リ
ス
マ
ス
の
お
菓
子
を
入
れ
て
使
い
た
い
」
と
笑
顔

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

女
性
部
新
野
支
部
は
11
月

20
日
、
旧
新
野
支
店
２
階
調

理
室
で“

さ
お
し
か” 

と“

大

学
い
も” 

を
作
り
ま
し
た
。

島
田
ひ
ろ
み
さ
ん
を
講
師
に

皆
で
楽
し
く
調
理
し
、
お
い

し
い
ス
イ
ー
ツ
が
完
成
し
ま

し
た
。

　

女
性
部
新
野
支
部
は
12
月
11
日
、
旧
新
野
支
店
２
階
会
議
室

で
久
米
ア
サ
エ
さ
ん
を
講
師
に
お
も
と
の
生
け
花
教
室
を
開
き
、

不
等
辺
三
角
形
を
意
識
し
て
生
け
る
と
き
れ
い
な
形
に
見
え
る

と
教
わ
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。

フレッシュミズ部会

親子クラフト
カゴバッグ作り

女性部新野支部

さおしかと
　大学いも作り

おもと生け花教室

女
性
部
大
野
支
部
が

　

大
野
小
児
童
に
豆
腐
作
り
教
室室



きれいな寄せ植えが完成しましたましたました/きれいきれい/

飯田部長からのアップルクー
ヘンと

部員数名よりみかんの差し入
れを

いただきました♪

春 の 七 草 ほ 場 巡 回
　七草研究会は12月４日、出荷予測を立てるため、ＪＡ営農指導員、ＪＡ販売担当者、阿南
農業支援センターと生産者のほ場巡回をしました。七草の選別の仕方やほ場で生育状態を確
認しました。
　同研究会は女性農業者２戸が産地維持に奮闘し、高品質な七草の出荷を目指し、全国の七
草の産地と連携を図り、栽培技術向上に努めています。阿南市椿・福井地区で栽培しており、
年末年始にかけ、七草の収穫、洗浄、選別、パック詰めなど出荷調製作業に取り組みました。
　七草は、ベルトコンベアや洗浄機など
の機械化で労力軽減、作業効率向上を
図っています。一年に一度、７品目揃っ
て初めて商品となるため、10月から７品
目の播種・定植作業を11月まで繰り返し、
同時栽培で大変な苦労を伴う中、懸命に
栽培しています。
　生産者は１月７日に向け、「消費者に
無病息災を願って七草粥を食べて健康に
過ごしてもらえるよう頑張りたい」と意
欲を燃やしていました。

　桑野支部の女性部とひまわり部会は合同で12月15日、
本部で毎年恒例の「お正月の寄せ植え」を開き、親睦を深
めました。葉牡丹、ガーデンシクラメン、ビオラ、アリッ
サム、ジュリアン、ナデシコ、ユリオプスデージーを植え、
色鮮やかな鉢が完成しました。
　また、ひまわり部会の飯田恵子部長からスイーツのアッ
プルクーヘン、部員数名とみかん狩りで収穫した果実の差
し入れがあり、お茶会でおいしくいただきました。
　部員の皆さんは「寄せ植えを玄関に飾り、良い新年を迎
えられそう」と笑顔を見せていました。



　木沢事業所は12月19～20日、木頭事業所は20～21日、宮浜事業所は21～22日の２日間、
日頃のお客様への感謝の気持ちを込めて、冬の特別セールを開催しました。お歳暮商品をはじめ、
お正月らしい“しめ縄”や“きさわ杵つき餅”、作業服の展示販売のほか、当ＪＡオリジナル商品
の“木頭ゆずチューハイ”などの飲料やコシヒカリ「阿波美人」を特価で販売しました。



１月31日（水）

2月1日（木）

2月2日（金）

南部支店
会議室

旧  大野
集荷場

アグリあなん
２階会議室

中山集荷場

午後２時午前１０時月日 / 時間

お問い合わせは　経済部  営農課
☎ 0884-26-1811

 日 時　令和６年２月21日（水）
 　　　 14：00～
 場 所　アグリあなん ２階会議室

日 時 令令令令令令和和和和和和和和６６６６６年年年年年２２２２２２２２２月月月月月月222222111111日日日日（（（（水水水水水））））

お問い合わせは　経済部 営農課
☎  0884－26－1811

１. 水稲の栽培について
２. 経営所得安定対策について
３. その他

内 

容

 日 時　令和６年２月６日（火）
 　　　 15時～17時
 場 所　アグリあなん ２階会議室

・経営セミナー
　経営についての講演を行う予定

　参加申込は１月31日（水）まで
　定員 20名

内 

容

アグリあなん 経済部 営農課
☎ 26ー1811

収　集
予定日

令和６年２月６日（火）
アグリあなん

時　間 午前９時～11時30分

アグリあなん 経済部 営農課　☎ 26ー1811
お問い合わせ



2月 3月令和６年

各種無料相談会
税務相談（要予約）

法律相談（要予約） 

場所　アグリあなん

お問い合わせ

 ２月21日（水）　 ９：00～12：00
 ３月 ６日（水）　 ９：00～12：00

 ２月６日（火）　10：00～12：00
 ３月 ５日（火）　10：00～12：00

総務部（0884）26-1814
（月～金（祝日除く）８時半～１７時）

協議事項
⑴ 固定資産の処分について
⑵ JASS-PORT阿南の洗車機更新について

報告事項
⑴ 令和５年度11月末実績について
⑵ 内部監査報告について

理事会だより 令和５年12月20日（水）

お問合せ先　 総 務 部 （0884）26－1814
公募期間　 令和６年１月31日（水）まで

ＪＡアグリあなんが所有している
下記の不動産を売却いたします。

【土地】

【建物】

本 館

倉庫１

倉庫２



１月号（No.389）

田中常務挨拶

Instagram Facebook LINEJAアグリあなん
ホームページ

農業紹介
ホームページ




